
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 明治東洋医学院専門学校 
設置者名 学校法人 明治東洋医学院 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

医療専門課程 

第 1鍼灸学科 午前 
夜 ・

通信 
1440 単位時間 240 単位時間  

第 1鍼灸学科 午後 
夜 ・

通信 
1380 単位時間 240 単位時間  

第 2鍼灸学科 
夜 ・

通信 
1380 単位時間 135 単位時間  

第 1柔整学科 午前 
夜 ・

通信 
1200 単位時間 240 単位時間  

第 1柔整学科 午後 
夜 ・

通信 
1200 単位時間 240 単位時間  

第 2柔整学科 
夜 ・

通信 
1200 単位時間 135 単位時間  

（備考） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
https://www.meiji-s.ac.jp/department/sinkyu/syllabus_shinkyu_gozen.pdf 

https://www.meiji-s.ac.jp/department/sinkyu/syllabus_shinkyu_gogo.pdf 

https://www.meiji-s.ac.jp/department/sinkyu/syllabus_shinkyu_gogo.pdf 

https://www.meiji-s.ac.jp/department/judo/syllabus_judo_gozen.pdf 

https://www.meiji-s.ac.jp/department/judo/syllabus_judo_gogo.pdf 

https://www.meiji-s.ac.jp/department/judo/syllabus_judo_gogo.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

https://www.meiji-s.ac.jp/department/sinkyu/syllabus_shinkyu_gozen.pdf
https://www.meiji-s.ac.jp/department/sinkyu/syllabus_shinkyu_gogo.pdf
https://www.meiji-s.ac.jp/department/sinkyu/syllabus_shinkyu_gogo.pdf
https://www.meiji-s.ac.jp/department/judo/syllabus_judo_gozen.pdf
https://www.meiji-s.ac.jp/department/judo/syllabus_judo_gogo.pdf
https://www.meiji-s.ac.jp/department/judo/syllabus_judo_gogo.pdf


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 明治東洋医学院専門学校 
設置者名 学校法人 明治東洋医学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

ホームページ  https://www.meiji-u.ac.jp/about/public/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 医療法人役員 
2018.6.6 ～

2022.6.5 
組織運営への 

監査機能 

非常勤 医療法人病院長 
2018.6.6 ～

2022.6.5 
組織運営への 

監査機能 

（備考） 

学外者理事 計 4名 

 

  

https://www.meiji-u.ac.jp/about/public/


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 明治東洋医学院専門学校 

設置者名 学校法人 明治東洋医学院 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

本校では、シラバス作成要項を策定し、各教員がその要項に基づいてシラバスの作

成を行っている。 

シラバスの作成にあたっては、教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）、

卒業認定の方針（ディプロマポリシー）に基づき、教育内容を検討して作成している。 

特に、「授業の目的」、「到達目標」、「授業の内容」、「成績評価」、「授業計画」の項目

は、学生にわかりやすい言葉で具体的に記載し、この授業を履修することで「何がで

きるようになるのか、どのような能力が身につくのか」を学生に理解できるように努

めている。 

なお、シラバスの作成時期については、前年度 1月～3月に作成し、新年度オリエ

ンテーション時（4月上旬）に学生に配布・公表している。 

 

授業計画書の 

公表方法 

https://www.meiji-s.ac.jp/department/sinkyu/syllabus_shinkyu_gozen.pdf 

https://www.meiji-s.ac.jp/department/sinkyu/syllabus_shinkyu_gogo.pdf 

https://www.meiji-s.ac.jp/department/sinkyu/syllabus_shinkyu_gogo.pdf 

https://www.meiji-s.ac.jp/department/judo/syllabus_judo_gozen.pdf 

https://www.meiji-s.ac.jp/department/judo/syllabus_judo_gogo.pdf 

https://www.meiji-s.ac.jp/department/judo/syllabus_judo_gogo.pdf 
  

https://www.meiji-s.ac.jp/department/sinkyu/syllabus_shinkyu_gozen.pdf
https://www.meiji-s.ac.jp/department/sinkyu/syllabus_shinkyu_gogo.pdf
https://www.meiji-s.ac.jp/department/sinkyu/syllabus_shinkyu_gogo.pdf
https://www.meiji-s.ac.jp/department/judo/syllabus_judo_gozen.pdf
https://www.meiji-s.ac.jp/department/judo/syllabus_judo_gogo.pdf
https://www.meiji-s.ac.jp/department/judo/syllabus_judo_gogo.pdf


  

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

「単位の授与」について、以下のとおり学則（抜粋）に定め、また、その概要をわ

かりやすく学生便覧に記載し、運用している。 

１．授業科目の単位の授与は、本校が定める方法による試験に出席状況その他を加味

して行っている。 

２．授業科目の評価は秀、優、良、可及び不可をもって表示し、秀、優、良及び可を

合格とし所定の単位を与えている。 

３．本校における試験は、学期末試験及び臨時試験としている。 

（1）試験については、各授業科目それぞれ 100 点満点で評価している。 

（2）60 点未満を不合格としている。 

４．学業成績を総合的に判断する指標として、Grade Point Average（以下「GPA」と

いう。）を用いている。 

５．当該学期におけるそれぞれの授業科目の出席時数が，次の各号に達していない者

は、原則として当該科目の試験を受けることができない。ただし、臨床実習科目つ

いては、すべての授業時数に参加しなければならない。 

（1）講義及び演習科目授業時数の３分の２以上 

（2）実技及び実習科目授業時数の５分の４以上 

６．学期末試験で不合格科目があった者に対しては、再試験を受けさせることができ

る。 

７．校長が認めた理由により試験を受けることができなかった者に対しては、願出に

より追試験を行うことができる。 

８．休学中の者は、その学年次の試験を受けることはできない。 

 

  



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

「GPA 制度に関する取扱い要綱」（抜粋）を以下のとおり定め、その概要を学生便覧に

より学生にわかりやすく記載し、運用している。 

（目 的） 

この要綱は、学則第 35 条第４項の規程に基づき、本校における総合的な学習状況

及び成果を示す指標として、functional GPA（以下 fGPA という。）を算出する制度を

定めることにより、学生の学習意欲の向上、適切な学習指導、厳格な進級・修了・卒

業認定基準への活用に資するとともに、教育の高度な質保証の実現に寄与することを

目的とする。 

（fGPA の定義） 

fGPA は、各学生の 100 点満点の素点に GP（Grade Point）を付与する計算式で求め

られるものとする。 

（成績評価と GP 及び基準） 

１．学則に定める履修科目の成績の評価に与えられる GP は、次表のとおり定める。 

 

 

 

 

 

 

 

２．GP の計算式は次のとおりとする。 

     GP ＝（100 点満点の素点-55）÷10 

     （GP＜0.5 の場合は GP＝0となり、成績の評価は不可となる。） 

 

（fGPA の算出方法） 

fGPA は履修した科目の GP にその授業科目の単位数を乗じた値の合計値を履修総単

位数で除した値とする。ただし、未修得科目は fGPA に含めない。 

(1)fGPA の計算式 

fGPA＝（GP×当該科目の単位数）の総和÷履修総単位数 

 

（fGPA の対象科目） 

fGPA 対象科目は、学則に定める授業科目のうち、卒業要件に関わる授業科目とする。 

 

（fGPA の活用） 

１．fGPA は、日々の成績指導に活用するものとし、単位の未修得や fGPA が下位４分

の１、かつ 1.5 未満に属する学生には指導・警告を行うものとする。 

２．fGPA は、学則に基づき進級認定・修了認定・卒業認定の基準に用いる。 

３．fGPA は、学則に基づき卒業時の学生表彰及び奨学金の選定基準に用いる。 

４．fGPA は、教員間や科目間での教育の平準化に活用するものとする。 

 

（判定基準） 

GPA の判定基準は進級認定・単位認定及び卒業認定についての fGPA は原則として

1.5 以上とする。 

成績評価 G  P 

秀（100 点～90点） 4.5～3.5 

優（89 点～80点） 3.4～2.5 

良（79 点～70点） 2.4～1.5 

可（69 点～60点） 1.4～0.5 

不可（60点未満） 0 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
ホームページ https://www.meiji-s.ac.jp/about/public/ 

https://www.meiji-s.ac.jp/about/public/


  

 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本校では、以下のとおりディプロマポリシーを設定し、その能力を身につけ、所定

の単位を修得し、GPA の判定基準を満たしている者に対し、卒業の認定を行っている。 

 

１．ディプロマポリシー 

建学の心である「人と人との和」、「人と自然との調和」、「東洋と西洋の融和」とい

う三つの「和」の精神のもとに、社会に貢献でき、心に寄り添えるはり師・きゅう師・

柔道整復師を育成する。そのために、以下の資質・能力を備え所定の単位を修得した

者に卒業を認める。 

１）知識・理解 

２）思考・判断 

３）関心・意欲 

４）態度・人間性 

５）技能・表現 

 

２．卒業に必要な単位数 

１）第１鍼灸学科午前：１１０単位 

２）第１鍼灸学科午後：  ９７単位 

３）第２鍼灸学科    ：  ９７単位 

４）第１柔整学科午前：１１６単位 

５）第１柔整学科午後：１０１単位 

６）第２柔整学科    ：１０１単位 

 

３．GPA の判定基準 

fGPA の判定基準は進級認定・単位認定及び卒業認定について、原則として 1.5 以上

とする。 

 

また、「進級及び卒業認定」について、学則（抜粋）に定めて運用している。 

 

学則第 37条  校長は、所定の単位を修得し、かつ GPA の判定基準を満たしている者

には、管理運営会議の議を経て進級及び卒業の認定を行う。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
 https://www.meiji-s.ac.jp/about/public/ 

 

  

https://www.meiji-s.ac.jp/about/public/


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 明治東洋医学院専門学校 

設置者名 学校法人 明治東洋医学院 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.meiji-u.ac.jp/about/public/#p12 
収支計算書又は損益計算書 https://www.meiji-u.ac.jp/about/public/#p12 
財産目録 https://www.meiji-u.ac.jp/about/public/#p12 
事業報告書 https://www.meiji-u.ac.jp/about/public/#p12 
監事による監査報告（書） https://www.meiji-u.ac.jp/about/public/#p12 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 第 1鍼灸学科午前 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 昼間 3,060 単位時間 
2,025 

単位時間 

345 

単位時間 

690 

単位時間 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

90 人 29 人 0 人 13 人 22 人 35 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

鍼灸学科では幅広く社会に貢献でき、心に寄り添えるはり師・きゅう師を育成する

ために、基礎から臨床へ段階的に学修することが可能なように、以下のカリキュラム

を編成している。 

１．基礎分野 

医療人として必要な科学的思考、生命倫理観、患者さんとの適切なコミュニケーシ

ョン能力、情報処理能力を涵養するための科目を学習する。 

２．専門基礎分野 

医療人として必要な人体の基本的な構造と機能を学習することにより、疾病の病態

を理解し、適切な予防と回復の促進に関する知識を学ぶ。また、保健医療福祉制度の

中におけるはり師・きゅう師の役割を理解するとともに、社会資源を活用できるため

の知識を修得し、高い職業倫理を身につける。 

３．専門分野 

安全な施術を行うための基礎能力から、患者とのコミュニケーション能力、施術に

必要な疾病に関する知識と技術を段階的に学習することで、問題解決能力とはりきゅ

う施術の適否の判断力を修得する。また、臨床に即するために、日常臨床で遭遇しや

すい 12 症候に対して医療面接から徒手検査・病態把握・はりきゅう施術を一連のプロ

セスで学習する。 

https://www.meiji-u.ac.jp/about/public/#p12
https://www.meiji-u.ac.jp/about/public/#p12
https://www.meiji-u.ac.jp/about/public/#p12
https://www.meiji-u.ac.jp/about/public/#p12
https://www.meiji-u.ac.jp/about/public/#p12


  

さらに、高い専門性を身につけるためにスポーツ分野、美容分野、伝統分野など社会

の多様化するニーズに対応できる能力を修得する。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．授業科目の単位の授与は、本校が定める方法による試験に出席状況その他を加味

して行う。 

２．授業科目の評価は秀、優、良、可及び不可をもって表示し、秀、優、良及び可を

合格とし所定の単位を与える。 

３．本校における試験は、学期末試験及び臨時試験とする。 

（1）試験については、各授業科目それぞれ 100 点満点で評価する。 

（2）60 点未満を不合格とする。 

４．学業成績を総合的に判断する指標として、Grade Point Average（以下「GPA」と

いう。）を用いる。 

５．当該学期におけるそれぞれの授業科目の出席時数が、次の各号に達していない者

は、原則として当該科目の試験を受けることができない。ただし、臨床実習科目に

ついては、すべての授業時数に参加しなければならない。 

（1）講義及び演習科目授業時数の３分の２以上 

（2）実技及び実習科目授業時数の５分の４以上 

６．学期末試験で不合格の授業科目があった者に対しては、再試験を受けさせること

ができる。 

７．校長が認めた理由により試験を受けることができなかった者に対しては、願出に

より追試験を行うことができる。 

８．休学中の者は、その学年次の試験を受けることはできない。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

所定の単位を修得し、かつ GPA の判定基準を満たしている者には、管理運営会議の

議を経て進級及び卒業の認定を行う。 

本校における総合的な学習状況及び成果を示す指標として、functional GPA（以下

fGPA という。）を算出し、厳格な進級・修了・卒業認定基準に活用する 

fGPA の判定基準は進級認定・単位認定及び卒業認定についての fGPA は原則として

1.5 以上とする。 

授業料その他の学納金未納の者は、進級又は卒業の認定を受けることができない。 

 

学修支援等 

（概要） 

授業時間外や休暇期間を活用し、授業科目の復習及び成績不良者に対する個別指導

を実施し、学習支援に努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 33 人 

（100％） 

1 人 

（3.0％） 

28 人 

（84.8％） 

4 人 

（12.1％） 

（主な就職、業界等） 

病院、鍼灸院、鍼灸整骨院等 

 

（就職指導内容） 

学生のニーズを把握するため、3 年次のオリエンテーションでアンケートによる進路

調査を実施している。また、学生課が中心となり、学科長及び主任と連携して、面談等

により就職活動を支援している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

はり師・きゅう師（国家資格） 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  57 人 0 人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラスアドバイザー（専任教員）が定期的に個別指導を実施することにより、成績

不良や長期欠席者を早期に発見し対応できる学生支援体制を構築しているとともに、

必要に応じて保護者とも連携を取り、中退者の抑制に努めている。 

 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 第 1鍼灸学科午後 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 昼間 2,700 単位時間 
1,890 

単位時間 

180 

単位時間 

630 

単位時間 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

150 人 76 人 0 人 13 人 22 人 35 人 

 

 



  

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

鍼灸学科では幅広く社会に貢献でき、心に寄り添えるはり師・きゅう師を育成する

ために、基礎から臨床へ段階的に学修することが可能なように、以下のカリキュラム

を編成している。 

１．基礎分野 

医療人として必要な科学的思考、生命倫理観、患者さんとの適切なコミュニケーシ

ョン能力、情報処理能力を涵養するための科目を学習する。 

２．専門基礎分野 

医療人として必要な人体の基本的な構造と機能を学習することにより、疾病の病態

を理解し、適切な予防と回復の促進に関する知識を学ぶ。また、保健医療福祉制度の

中におけるはり師・きゅう師の役割を理解するとともに、社会資源を活用できるため

の知識を修得し、高い職業倫理を身につける。 

３．専門分野 

安全な施術を行うための基礎能力から、患者とのコミュニケーション能力、施術に

必要な疾病に関する知識と技術を段階的に学習することで、問題解決能力とはりきゅ

う施術の適否の判断力を修得する。また、臨床に即するために、日常臨床で遭遇しや

すい 12 症候に対して医療面接から徒手検査・病態把握・はりきゅう施術を一連のプロ

セスで学習する。 

 さらに、高い専門性を身につけるためにスポーツ分野、美容分野、伝統分野など社

会の多様化するニーズに対応できる能力を修得する。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．授業科目の単位の授与は、本校が定める方法による試験に出席状況その他を加味

して行う。 

２．授業科目の評価は秀、優、良、可及び不可をもって表示し、秀、優、良及び可を

合格とし所定の単位を与える。 

３．本校における試験は、学期末試験及び臨時試験とする。 

（1）試験については、各授業科目それぞれ 100 点満点で評価する。 

（2）60 点未満を不合格とする。 

4.学業成績を総合的に判断する指標として、Grade Point Average（以下「GPA」とい

う。）を用いる。 

５．当該学期におけるそれぞれの授業科目の出席時数が、次の各号に達していない者

は、原則として当該科目の試験を受けることができない。ただし、臨床実習科目に

ついては、すべての授業時数に参加しなければならない。 

（1）講義及び演習科目授業時数の３分の２以上 

（2）実技及び実習科目授業時数の５分の４以上 

６．学期末試験で不合格の授業科目があった者に対しては、再試験を受けさせること

ができる。 

７．校長が認めた理由により試験を受けることができなかった者に対しては、願出に

より追試験を行うことができる。 

８．休学中の者は、その学年次の試験を受けることはできない。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

所定の単位を修得し、かつ GPA の判定基準を満たしている者には、管理運営会議の

議を経て進級及び卒業の認定を行う。 



  

本校における総合的な学習状況及び成果を示す指標として、functional GPA（以下

fGPA という。）を算出し、厳格な進級・修了・卒業認定基準に活用する 

fGPA の判定基準は進級認定・単位認定及び卒業認定についての fGPA は原則として

1.5 以上とする。 

授業料その他の学納金未納の者は、進級又は卒業の認定を受けることができない。 

 

学修支援等 

（概要） 

授業時間外や休暇期間を活用し、授業科目の復習及び成績不良者に対する個別指導

を実施し、学習支援に努めている。 

 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 28 人 

（100％） 

1 人 

（3.6％） 

25 人 

（89.3％） 

2 人 

（7.1％） 

（主な就職、業界等） 

鍼灸院、鍼灸整骨院等 

 

（就職指導内容） 

学生のニーズを把握するため、3 年次のオリエンテーションでアンケートによる進路

調査を実施している。また、学生課が中心となり、学科長及び主任と連携して、面談等

により就職活動を支援している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

はり師・きゅう師（国家資格） 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  73 人 5 人  6.8％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、学業不振 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラスアドバイザー（専任教員）が定期的に個別指導を実施することにより、成績

不良や長期欠席者を早期に発見し対応できる学生支援体制を構築しているとともに、

必要に応じて保護者とも連携を取り、中退者の抑制に努めている。 

 

 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 第 2鍼灸学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 夜間 2,700 単位時間 
1,890 

単位時間 

180 

単位時間 

630 

単位時間 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

90 人 64 人 0 人 13 人 22 人 35 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

鍼灸学科では幅広く社会に貢献でき、心に寄り添えるはり師・きゅう師を育成する

ために、基礎から臨床へ段階的に学修することが可能なように、以下のカリキュラム

を編成している。 

１．基礎分野 

医療人として必要な科学的思考、生命倫理観、患者さんとの適切なコミュニケーシ

ョン能力、情報処理能力を涵養するための科目を学習する。 

２．専門基礎分野 

医療人として必要な人体の基本的な構造と機能を学習することにより、疾病の病態

を理解し、適切な予防と回復の促進に関する知識を学ぶ。また、保健医療福祉制度の

中におけるはり師・きゅう師の役割を理解するとともに、社会資源を活用できるため

の知識を修得し、高い職業倫理を身につける。 

３．専門分野 

安全な施術を行うための基礎能力から、患者とのコミュニケーション能力、施術に

必要な疾病に関する知識と技術を段階的に学習することで、問題解決能力とはりきゅ

う施術の適否の判断力を修得する。また、臨床に即するために、日常臨床で遭遇しや

すい 12 症候に対して医療面接から徒手検査・病態把握・はりきゅう施術を一連のプロ

セスで学習する。 

 さらに、高い専門性を身につけるためにスポーツ分野、美容分野、伝統分野など社

会の多様化するニーズに対応できる能力を修得する。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．授業科目の単位の授与は、本校が定める方法による試験に出席状況その他を加味

して行う。 

２．授業科目の評価は秀、優、良、可及び不可をもって表示し、秀、優、良及び可を

合格とし所定の単位を与える。 

３．本校における試験は、学期末試験及び臨時試験とする。 

（1）試験については、各授業科目それぞれ 100 点満点で評価する。 

（2）60 点未満を不合格とする。 

４．学業成績を総合的に判断する指標として、Grade Point Average（以下「GPA」と

いう。）を用いる。 

５．当該学期におけるそれぞれの授業科目の出席時数が、次の各号に達していない者

は、原則として当該科目の試験を受けることができない。ただし、臨床実習科目に

ついては、すべての授業時数に参加しなければならない。 

（1）講義及び演習科目授業時数の３分の２以上 

（2）実技及び実習科目授業時数の５分の４以上 



  

６．学期末試験で不合格の授業科目があった者に対しては、再試験を受けさせること

ができる。 

７．校長が認めた理由により試験を受けることができなかった者に対しては、願出に

より追試験を行うことができる。 

８．休学中の者は、その学年次の試験を受けることはできない。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要）  

所定の単位を修得し、かつ GPA の判定基準を満たしている者には、管理運営会議の

議を経て進級及び卒業の認定を行う。 

本校における総合的な学習状況及び成果を示す指標として、functional GPA（以下

fGPA という。）を算出し、厳格な進級・修了・卒業認定基準に活用する 

fGPA の判定基準は進級認定・単位認定及び卒業認定についての fGPA は原則として

1.5 以上とする。 

授業料その他の学納金未納の者は、進級又は卒業の認定を受けることができない。 

 

学修支援等 

（概要） 

授業時間外や休暇期間を活用し、授業科目の復習及び成績不良者に対する個別指導

を実施し、学習支援に努めている。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 17 人 

（100％） 

1 人 

（5.9％） 

15 人 

（88.2％） 

1 人 

（5.9％） 

（主な就職、業界等） 

病院、鍼灸院、鍼灸整骨院等 

 

（就職指導内容） 

学生のニーズを把握するため、3 年次のオリエンテーションでアンケートによる進路

調査を実施している。また、学生課が中心となり、学科長及び主任と連携して、面談等

により就職活動を支援している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

はり師・きゅう師（国家資格） 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  53 人 2 人  3.8％ 

（中途退学の主な理由） 

仕事の都合、体調不良 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラスアドバイザー（専任教員）が定期的に個別指導を実施することにより、成績

不良や長期欠席者を早期に発見し対応できる学生支援体制を構築し、中退者の抑制に

努めている。 

 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 第 1柔整学科午前 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 昼間 3,210 単位時間 
2,100 

単位時間 

240 

単位時間 

870 

単位時間 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

150 人 37 人 0 人 10 人 33 人 43 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

柔整学科では「豊かな心で患者さんに尽くし、社会に貢献できる医療人」を育成す

るために、以下のようなカリキュラムを編成している。 

１．基礎分野 

医療人、社会人として幅広い理解を深めるため、人間、生命、健康、社会に関する

基礎科目を学習する。 

２．専門基礎分野 

解剖学、生理学を学び、人体の構造と機能を学習する。また西洋医学科目や医療概

論および社会保障制度を学習することにより、疾患が医療安全の観点から業務範囲で

あるかどうかを適切に判断し、職業倫理を自覚し、保険法や関係法令、ルールを遵守

しながら誠実・公正に職務を遂行する能力、および取組む姿勢を修得する。 

３．専門分野 

柔道整復術の適応を基礎から応用へと段階的、体系的に学習することにより、疾患

に対して柔道整復術が適応されるか否かの判断能力を養い、柔道整復術を修得する。

また、臨床実習をとおして、医療人として必要な専門知識、技術、態度を修得する。 

４．総合 

全体をとおして、医療専門職にふさわしい人間性と倫理観を持ち、社会の要請に対

応できる医療人を育成する。 

 

  



  

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．授業科目の単位の授与は、本校が定める方法による試験に出席状況その他を加味

して行う。 

２．授業科目の評価は秀、優、良、可及び不可をもって表示し、秀、優、良及び可を

合格とし所定の単位を与える。 

３．本校における試験は、学期末試験及び臨時試験とする。 

（1）試験については、各授業科目それぞれ 100 点満点で評価する。 

（2）60 点未満を不合格とする。 

４．学業成績を総合的に判断する指標として、Grade Point Average（以下「GPA」と

いう。）を用いる。 

５．当該学期におけるそれぞれの授業科目の出席時数が、次の各号に達していない者

は、原則として当該科目の試験を受けることができない。ただし、臨床実習科目に

ついては、すべての授業時数に参加しなければならない。 

（1）講義及び演習科目授業時数の３分の２以上 

（2）実技及び実習科目授業時数の５分の４以上 

６．学期末試験で不合格の授業科目があった者に対しては、再試験を受けさせること

ができる。 

７．校長が認めた理由により試験を受けることができなかった者に対しては、願出に

より追試験を行うことができる。 

８．休学中の者は、その学年次の試験を受けることはできない。 

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

所定の単位を修得し、かつ GPA の判定基準を満たしている者には、管理運営会議の

議を経て進級及び卒業の認定を行う。 

本校における総合的な学習状況及び成果を示す指標として、functional GPA（以下

fGPA という。）を算出し、厳格な進級・修了・卒業認定基準に活用する 

fGPA の判定基準は進級認定・単位認定及び卒業認定についての fGPA は原則として

1.5 以上とする。 

授業料その他の学納金未納の者は、進級又は卒業の認定を受けることができない。 

 

学修支援等 

（概要） 

ホームルーム時間を設定し、授業科目の復習及び成績不良者に対する個別指導を実

施し、学習支援に努めている。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 21 人 

（100％） 

2 人 

（9.5％） 

15 人 

（71.4％） 

4 人 

（19.0％） 

（主な就職、業界等） 

接骨院、鍼灸整骨院等 

 



  

（就職指導内容） 

学生のニーズを把握するため、3 年次のオリエンテーションでアンケートによる進路

調査を実施している。また、学生課が中心となり、学科長及び主任と連携して、面談等

により就職活動を支援している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

柔道整復師（国家資格） 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  50 人 5 人  10％ 

（中途退学の主な理由）  

学業不振、進路変更 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラスアドバイザー（専任教員）が定期的に個別指導を実施することにより、成績

不良や長期欠席者を早期に発見し対応できる学生支援体制を構築しているとともに、

必要に応じて保護者とも連携を取り、中退者の抑制に努めている。 

 

 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 第 1柔整学科午後 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 昼間 2,775 単位時間 
1,815 

単位時間 

190 

単位時間 

870 

単位時間 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

90 人 25 人 0 人 10 人 33 人 43 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

柔整学科では「豊かな心で患者さんに尽くし、社会に貢献できる医療人」を育成す

るために、以下のようなカリキュラムを編成している。 

１．基礎分野 

医療人、社会人として幅広い理解を深めるため、人間、生命、健康、社会に関する

基礎科目を学習する。 

２．専門基礎分野 

解剖学、生理学を学び、人体の構造と機能を学習する。また西洋医学科目や医療概

論および社会保障制度を学習することにより、疾患が医療安全の観点から業務範囲で



  

あるかどうかを適切に判断し、職業倫理を自覚し、保険法や関係法令、ルールを遵守

しながら誠実・公正に職務を遂行する能力、および取組む姿勢を修得する。 

３．専門分野 

柔道整復術の適応を基礎から応用へと段階的、体系的に学習することにより、疾患

に対して柔道整復術が適応されるか否かの判断能力を養い、柔道整復術を修得する。

また、臨床実習をとおして、医療人として必要な専門知識、技術、態度を修得する。 

４．総合 

全体をとおして、医療専門職にふさわしい人間性と倫理観を持ち、社会の要請に対

応できる医療人を育成する。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．授業科目の単位の授与は、本校が定める方法による試験に出席状況その他を加味

して行う。 

２．授業科目の評価は秀、優、良、可及び不可をもって表示し、秀、優、良及び可を

合格とし所定の単位を与える。 

３．本校における試験は、学期末試験及び臨時試験とする。 

（1）試験については、各授業科目それぞれ100点満点で評価する。 

（2）60点未満を不合格とする。 

４．学業成績を総合的に判断する指標として、Grade Point Average（以下「GPA」と

いう。）を用いる。 

５．当該学期におけるそれぞれの授業科目の出席時数が、次の各号に達していない者

は、原則として当該科目の試験を受けることができない。ただし、臨床実習科目に

ついては、すべての授業時数に参加しなければならない。 

（1）講義及び演習科目授業時数の３分の２以上 

（2）実技及び実習科目授業時数の５分の４以上 

６．学期末試験で不合格の授業科目があった者に対しては、再試験を受けさせること

ができる。 

７．校長が認めた理由により試験を受けることができなかった者に対しては、願出に

より追試験を行うことができる。 

８．休学中の者は、その学年次の試験を受けることはできない。 

 

 
卒業・進級の認定基準 

（概要） 

所定の単位を修得し、かつ GPA の判定基準を満たしている者には、管理運営会議の

議を経て進級及び卒業の認定を行う。 

本校における総合的な学習状況及び成果を示す指標として、functional GPA（以下

fGPA という。）を算出し、厳格な進級・修了・卒業認定基準に活用する 

fGPA の判定基準は進級認定・単位認定及び卒業認定についての fGPA は原則として

1.5 以上とする。 

授業料その他の学納金未納の者は、進級又は卒業の認定を受けることができない。 

 

  



  

学修支援等 

（概要） 

授業時間外や休暇期間を活用し、授業科目の復習及び成績不良者に対する個別指導

を実施し、学習支援に努めている。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 17 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

16 人 

（94.1％） 

1 人 

（5.9％） 

（主な就職、業界等） 

接骨院、鍼灸整骨院等 

 

（就職指導内容） 

学生のニーズを把握するため、3 年次のオリエンテーションでアンケートによる進路

調査を実施している。また、学生課が中心となり、学科長及び主任と連携して、面談等

により就職活動を支援している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

柔道整復師（国家資格） 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  42 人 5 人  11.9％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、仕事の都合 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラスアドバイザー（専任教員）が定期的に個別指導を実施することにより、成績

不良や長期欠席者を早期に発見し対応できる学生支援体制を構築しているとともに、

必要に応じて保護者とも連携を取り、中退者の抑制に努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 第 2柔整学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 夜間 2,775 単位時間 
1,815 

単位時間 

190 

単位時間 

870 

単位時間 
単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

90 人 16 人 0 人 10 人 33 人 43 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

柔整学科では「豊かな心で患者さんに尽くし、社会に貢献できる医療人」を育成す

るために、以下のようなカリキュラムを編成している。 

 

１．基礎分野 

医療人、社会人として幅広い理解を深めるため、人間、生命、健康、社会に関する

基礎科目を学習する。 

２．専門基礎分野 

解剖学、生理学を学び、人体の構造と機能を学習する。また西洋医学科目や医療概

論および社会保障制度を学習することにより、疾患が医療安全の観点から業務範囲で

あるかどうかを適切に判断し、職業倫理を自覚し、保険法や関係法令、ルールを遵守

しながら誠実・公正に職務を遂行する能力、および取組む姿勢を修得する。 

３．専門分野 

柔道整復術の適応を基礎から応用へと段階的、体系的に学習することにより、疾患

に対して柔道整復術が適応されるか否かの判断能力を養い、柔道整復術を修得する。

また、臨床実習をとおして、医療人として必要な専門知識、技術、態度を修得する。 

４．総合 

全体をとおして、医療専門職にふさわしい人間性と倫理観を持ち、社会の要請に対

応できる医療人を育成する。 

 

  



  

成績評価の基準・方法 

（概要） 

１．授業科目の単位の授与は、本校が定める方法による試験に出席状況その他を加味

して行う。 

２．授業科目の評価は秀、優、良、可及び不可をもって表示し、秀、優、良及び可を

合格とし所定の単位を与える。 

３．本校における試験は、学期末試験及び臨時試験とする。 

（1）試験については、各授業科目それぞれ 100 点満点で評価する。 

（2）60 点未満を不合格とする。 

４．学業成績を総合的に判断する指標として、Grade Point Average（以下「GPA」と

いう。）を用いる。 

５．当該学期におけるそれぞれの授業科目の出席時数が、次の各号に達していない者

は、原則として当該科目の試験を受けることができない。ただし、臨床実習科目に

ついては、すべての授業時数に参加しなければならない。 

（1）講義及び演習科目授業時数の３分の２以上 

（2）実技及び実習科目授業時数の５分の４以上 

６．学期末試験で不合格の授業科目があった者に対しては、再試験を受けさせること

ができる。 

７．校長が認めた理由により試験を受けることができなかった者に対しては、願出に

より追試験を行うことができる。 

８．休学中の者は、その学年次の試験を受けることはできない。 

 

卒業・進級の認定基準 

所定の単位を修得し、かつ GPA の判定基準を満たしている者には、管理運営会議の

議を経て進級及び卒業の認定を行う。 

本校における総合的な学習状況及び成果を示す指標として、functional GPA（以下

fGPA という。）を算出し、厳格な進級・修了・卒業認定基準に活用する 

fGPA の判定基準は進級認定・単位認定及び卒業認定についての fGPA は原則として

1.5 以上とする。 

授業料その他の学納金未納の者は、進級又は卒業の認定を受けることができない。 

 

学修支援等 

（概要） 

授業時間外や休暇期間を活用し、授業科目の復習及び成績不良者に対する個別指導

を実施し、学習支援に努めている。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 8 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

8 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

接骨院、鍼灸整骨院等 

 

  



  

（就職指導内容） 

学生のニーズを把握するため、3 年次のオリエンテーションでアンケートによる進路

調査を実施している。また、学生課が中心となり、学科長及び主任と連携して、面談等

により就職活動を支援している。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

柔道整復師（国家資格） 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  16 人 3 人  18.8％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

クラスアドバイザー（専任教員）が定期的に個別指導を実施することにより、成績

不良や長期欠席者を早期に発見し対応できる学生支援体制を構築し、中退者の抑制に

努めている。 

 

 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

第 1 鍼灸学科午前 200,000 円 
1 年次 1,400,000 円 

2 年次 1,500,000 円 

3 年次 1,060,000 円 
300,000 円  

第 1 鍼灸学科午後 
200,000 円 

1 年次 1,200,000 円 

2 年次 1,280,000 円 

3 年次 1,980,000 円 
300,000 円  

第２鍼灸学科 

第 1 柔整学科午前 200,000 円 
1 年次 1,360,000 円 

2 年次 1,360,000 円 

3 年次 1,400,000 円 
300,000 円 

 
第 1 柔整学科午後 

200,000 円 
1 年次 1,300,000 円 

2 年次 1,240,000 円 

3 年次 1,080,000 円 
300,000 円 

 第２柔整学科 

修学支援（任意記載事項） 

１．入試制度による入学金・授業料の減免あり。 

２．学納金の延納・分納制度あり。 

 

 

 

 

 

 



  

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.meiji-s.ac.jp/about/public/ 

 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校の教育理念・目的・育成人材像の達成に向けて実施している教育課程、教育内

容、授業評価及び学生支援等を主として学校関係者評価委員会委員の外部委員（第3者）

に説明し、理解のうえ評価を受けることにより、教育の水準の向上と質の保証を図る

とともに、評価結果に基づき、学校教育等の改善と発展を目指す。 

 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

学校法人大阪学園 大阪高等学校 
平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 3年 3月 31 日 
教頭 

関西大学北陽高等学校 
平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 3年 3月 31 日 
高等学校関係者 

さかい鍼灸院 
平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 3年 3月 31 日 
卒業生・企業等委員 

   

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.meiji-s.ac.jp/about/public/ 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.meiji-s.ac.jp/ 
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